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棒の質量と線密度
数直線上の区間 [a, b] 上に横たわる棒の質量 M を求めよう．
I 棒の線密度 σ が一定なら，

M = σ(b− a).

I 棒の位置 x における線密度 σ(x) が与えられている時

M =

∫ b

a
ρ(x) dx
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板の質量と面密度
R2 の部分集合 D 上に横たわる板の質量を求めよう．
I 板の面密度 µ が一定なら，

M = µ|D|

ただし |D| は D の面積．
I 板の位置 (x, y) における線密度 µ(x, y) が与えられている時

M =

∫∫
D
µ(x, y) dx dy
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計算例

∫∫
D
x2 dx dy D = {(x, y) ; x2 + y2 5 1, x = 0, y = 0}
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課題
I 講義資料や講義の誤りの指摘
I 講義内容に関する質問

提出：所定の用紙でT2SCHOLAに
締切：7月11日 17:00 JST
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